


    悩み

     末期になった時に、ホスピス治療を受けるべきか。 


    助言

    
              【ホスピス、緩和ケアとは】




  
  『ホスピス治療』という言葉がありますが、『ホスピス（緩和ケア病棟）』と『緩和ケア』が何を指しているのか、まずきちんと理解しておくことが必要です。
以前は、『ホスピス（緩和ケア病棟）』は終末期を過ごす入院施設で、そこで行われているケアを『緩和ケア』というイメージが強かったと思います。
しかし、WHO（世界保健機関）の緩和ケアの定義（2002年）は、「緩和ケアとは、生命を脅かす疾患による問題に直面している患者とその家族に対して、疾患の早期より痛み、身体的問題、心理社会的問題、スピリチュアルな（霊的な・魂の）問題に関してきちんとした評価をおこない、それが障害とならないように予防したり対処したりすることで、クオリティー・オブ・ライフ（生活の質、生命の質）を改善するためのアプローチである。」 となっています。
つまり、緩和ケアは、終末期の患者さんに対して行うケアのみを指しているのではありません。からだの痛みやつらさ、こころのつらさ、社会的なつらさ、価値観や生きがいなどの実存的な苦痛などを取り除くことで、患者さんが自分らしく生きることを支援することを重視して、診断期から終末期、遺族ケアに至る過程で行われています。


  




              【終末期をどこで過ごすか】




  
  あなたの場合の「ホスピス治療を受けるべきか」という言葉は、緩和ケア病棟（ホスピス）で過ごすかどうかという意味ではないかと思います。
がんが進行してしまったときにどうするか、というより、『そのとき自分はどうしたいか』を考えておくことは悪いことではありません。
繰り返しますが、緩和ケアは、緩和ケア病棟（ホスピス）でなくては受けられない治療というわけではありません。終末期をどこで過ごしても緩和ケアは受けられます。
実際には、主に以下のような選択肢があります。
○現在かかっている病院でずっとみてもらう
○緩和ケア病棟・ホスピスのある病院に転院する
○在宅ホスピスケアを受ける（在宅ホスピスケア医）
また、現在かかっている病院でみてもらう場合や、緩和ケア病棟のある病院に転院しても、できるだけ自宅で過ごしたいという希望があれば、そのための環境調整（介護をする人手等を含めて）を行っていきます。
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